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学校長 杉本賢二

校 訓 「和の心」
学校教育目標 「社会に貢献しながら自立する生徒の育成」－気づき・考え・実行する－
校内研究重点 「ＷＥＢＱＵを活用し、学級の安定と活性化を図る」

学校教育重点目標 「居心地良く、やる気のある学級・学校」・「保護者・地域連携」

「心を一つに道の駅での太鼓発表・ご協力ありがとうございました」

9月3日（日）、天候にも恵まれ「道の駅どうし」で太鼓演奏や道志村の特産品の紹介、ふるさと

納税への協力、交通安全に関する啓発活動等を実施しました。

全校生徒28名が参加し、心を一つに演奏や発表をする事ができました。観客の皆様からも「太

鼓演奏が素晴らしかった」、「感動しました」、「昔中学生の時に演奏したことを思い出し、とても懐

かしかった」、「道の駅や道志村のためにも、中学生のためにもとても良い活動だった」等のご感

想をいただきました。若鮎祭に向けてさらに努力していきたいと思います。

保護者の方々には、山本会長をはじめボランティアで太鼓の積み込み・道の駅への太鼓の搬

入・再度積み込み、学校への輸送等多くの方々に何度も協力を頂きました。また、軽トラックやブ

ルーシートの貸し出し、物品の寄付までして頂きました。本当にありがとうございました。

会場での校長のあいさつ

会場のみなさんようこそ、道志村へ。

道志中学校の生徒の太鼓の演奏を参観していただきまして 本当にありがとうございます。

私は、道志中学校の校長の杉本と申します。

本日の太鼓演奏は、道志村の維持・発展のために皆様に道志村を再度訪問していただきたい

という願いを伝え、そのお礼をしたいと生徒が考え、道志中学校開校以来の初めての企画として

実行しました。

道志中学校の学校教育目標は、「社会に貢献しながら、自立する生徒の育成」です。テストの

成績だけでなく、学校での人間としての成長を友人や学校、地域のために尽くし、貢献することを

通して一人一人が生きる喜びをもって人生を歩んで欲しいという願いをもっています。



ご存知のように道志村は、人口1500人の小さな過疎の村です。そして、中学校の全校生徒は

30名を切っています。

そこで、私たちのふるさと、道志村を今後も存続させるために中学生も村民の一人としてSDGｓ

の問題を正面からとらえ、「サステナブル 道志 ゴールズ」を合い言葉に、 皆様に道志村の伝

統文化「七里太鼓」4曲で、感謝の心を伝えたいと思います。

また、道志村の特産品についても知って頂いたり、交通安全を実現し、皆様と道志村の住民が

お互いに安全・安心に 共存・共栄できることを願っています。

最後に、この企画のためにご理解・ご協力をいただきました 「道の駅」のスタッフの皆様、教育

委員会様、産業振興課様、駐在所の深澤様、保護者や住民の皆様、参観していただいている他

県の皆様、そして、働き方改革の課題の中で生徒の成長を一途に願い、道志村の教育のために

全力で指導してくれた「道志中学校の教職員」に感謝を申し上げます。ありがとうございました。

この後の発表で学園祭のテーマ、「限界を超えろ」に向かい一生懸命演奏・発表する道志の子

供たちの姿を これからも温かく見守って下さいますようお願いし、校長の挨拶とします。

生徒発表の様子

全体司会 生徒会役員 保護者の皆様・地域の皆様・県外の皆様が熱心に参観

「一生懸命」を行動で示した1年生 満足感や達成感の笑顔

3年生の指導が心に響く 発表前の様子 前日演奏とは全く違う成長した演奏



3年生 桜愛さん・舞桜さん・絢花さんと駐在所の深澤さんの交通安全の啓発活動

2年生の「流鏑馬太鼓」 強弱を付け、丁寧に演奏 2年生9名全員で記念撮影！
や ぶさ め

杏奈さん 桜之朗さん・祿太さん 三代さん 脩大さん・圭胡さん

1年生のふるさと納税に関する紹介 道志村の物産品の良さを紹介し、笑いも頂きました

3年生の「雷太鼓」 気迫が伝わりました 笑顔から満足感が伝わる3年生10名の記念写真



雅也さん・舞桜さん 桜愛さん・紗名さん 紫龍さん 絢花さん・景己さん・千莉さん

2年生の道志村の特産品の紹介 道の駅の方々に取材をし、ポップを生かして発表しました

全校生徒による「若鮎太鼓」 昨年度からの全校発表をさらに進化

職員の撮影不可の表示 異学年交流できる人間関係の良さ 最後に学年代表のことば

ボランティアの方々が軽トラを出して下さったり、太鼓の搬入・学校への輸送をして下さいました

「保護者のボランティアの方々」と「3年生」で太鼓を道の駅に搬入 準備・片付けの重要さを学ぶ

搬入を協力して下さった方々 お礼を伝える3年生 学校に太鼓を輸送してから石拾いの協力




